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埼玉県合同輸血療法委員会は，血液製剤の供給実績のある埼玉県内 437医療施設を対象に，院内輸血療法委員会の
設置，活動内容などに関するアンケート調査を行った．155施設から回答が得られ（回答率 35.4％），96施設（500
床以上 15施設，300～499床 21施設，100～299床 35施設，1～99床 23施設，無床 2施設）で委員会が設置されて
いた．病床数が少ない施設ほど委員会が頻回に開催され，開催時間が短く，委員の出席率が高い傾向にあった．44
委員会が輸血の適応を検討し，68委員会が適正使用を推進するための検討をしていたが，開催時間が短い委員会ほ
どこれらについて検討していない傾向がみられた．52委員会がフィードバックをしており，36委員会が改善状況を
確認していた．血液製剤使用状況は 93委員会で毎回報告されていた．65委員会がすべてのインシデントを把握して
おり，68委員会がインシデント防止対策を協議していた．副作用は 74委員会が把握していた．20委員会が輸血マニュ
アルの遵守状況を監査していた．21委員会が他施設の委員会と情報交換していた．今回の結果に基づいた働きかけ
と，さらに詳細かつ具体的な内容の調査を計画している．
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はじめに
院内輸血療法委員会は，輸血療法を行う医療機関に
おいて，輸血医療に関する指針の策定，意識の向上と
教育，血液製剤の使用状況や有害事象の監査などを通
じてより安全かつ適正な輸血療法を主導する役割を担
う組織である１）～３）．院内輸血療法委員会の位置づけは国
により異なるが，わが国においては，「輸血療法の実施
に関する指針（平成 11年 6月 10日付け厚生省医薬安
全局長通知，令和 2年 3月一部改正）」により，輸血療
法を行う場合は，輸血療法についての委員会を医療機
関内に設け定期的に開催することが推奨されており，
輸血療法委員が設置され年 6回以上開催されることは，
診療報酬上，輸血管理料を算定する条件にもなってい
る１）４）～６）．しかし，委員会の構成，開催や具体的な活動，

検討，検証内容などについては各施設に任されている７）．
一方，行政における血液製剤の適正使用推進強化策
として，各医療施設の院内輸血療法委員会設置の推進，
活動の活性化，情報交換などを行う合同輸血療法委員
会の設置が推進されており，埼玉県でも 2009年に埼玉
県合同輸血療法委員会が設置され活動している．この
合同輸血療法委員会の役割を遂行するためには各医療
機関の院内輸血療法委員会の設置状況や活動内容につ
いて把握する必要があるが，これまでに収集した情報
は極めて限られている．
各医療施設の規模や設備に応じて対応する疾患，患
者，医療内容も様々であることに加え，埼玉県は都市
部，郊外，農村部，過疎地など多彩な地域が混在し，
医療ニーズ及び各医療機関が担う役割も県内において
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表 1　アンケート送付施設，回答率，輸血療法委員会設置施設

病床数 送付
施設数

回答施設数
（回答率）

回答施設で委員会を設置
している施設の割合

輸血療法委員会設置施設数
（全委員会に占める割合）

0 122 22（18.0%） 9.1% 2（2.1%）
1 ～ 99 215 50（23.3%） 46.0% 23（24.0%）
100 ～ 299 61 44（72.1%） 79.5% 35（36.4%）
300 ～ 499 24 24（100%） 87.5% 21（21.9%）
≧500 15 15（100%） 100% 15（15.6%）

全体 437 155（35.5%） 61.9% 96（100%）

多様性に富んでおり，輸血医療の現状および院内輸血
療法委員会の役割や活動内容も地域，医療機関によっ
て様々である．今回，埼玉県内医療施設の院内輸血療
法委員会の活動実態を明らかにし，その問題点を抽出
して院内輸血療法委員会活動を改善・適正化・活性化
して，より多くの医療機関で輸血療法委員会が設置さ
れ活発に活動ができるように支援し，埼玉県内におけ
る安全かつ適正な輸血療法をさらに推進するために，
院内輸血療法委員会の設置状況や活動内容についてア
ンケート調査を行った．

方 法
2021～2022年度に日本赤十字血液センターから 1
単位以上の血液製剤の供給を受けた埼玉県内の 437医
療施設すべてを対象とした．「輸血療法の実施に関する
指針」，日本輸血・細胞治療学会の「輸血療法委員会運
用マニュアル（案）」に記載されている内容に沿って作
成したアンケート用紙を対象施設に郵送して調査を依
頼し，輸血療法委員会の設置状況，構成，開催状況，
ならびに輸血療法の適応，適正使用推進，使用状況，
輸血療法に伴うインシデント・副作用・合併症，院内
マニュアル，改善状況に関する検討，検証などの委員
会の活動内容について，Formsを用いたWEBアンケー
ト調査を実施した６）７）．回答期間は 2023年 9月 13日か
ら 10月 16日とした．

結 果
1．アンケート調査と回答施設
437施設中 155施設から回答が得られ，回答率は 35.5％

であった（表 1）．300床以上の施設からの回答率は 100％
であったが，対象施設の 77.1％を占めた 99床以下と無
床の施設からの回答率は 21.4％に留まった．
2．院内輸血療法委員会の設置，構成，開催状況など
1）埼玉県内院内輸血療法委員会設置施設
回答した 155施設中 96施設が院内輸血療法委員会を

設置していると回答した（表 1）．96の院内輸血療法委
員会を施設の規模別でみると，無床 2施設，1～99床
23施設，100～299床 35施設，300～499床 21施設，500

床以上 15施設であった．全委員会に占める施設規模に
よる割合は，無床 2.1％，1～99床 24.0％，100～299
床 36.4％，300～499床 21.9％，500床以上 15.6％であっ
た．なお，以下の検討では，無床 2施設を 99床以下の
施設に含めて検討した．
院内輸血療法委員会の地域別分布は，主に都市部と
郊外からなるさいたま市，南部，南西部，東部地方を
含む県南部に多く，農村部の割合が多く過疎地も含む
利根，北部，秩父地方などの北西部には少ないという，
医療施設の地域別分布を反映した分布であった．なお，
秩父地方は 1施設のみであった．

2）院内輸血療法委員会の構成
委員会の構成は，医師，看護師，臨床検査技師，薬
剤師を含む施設が多く，85.4％の施設ではこれら 4職種
の委員が含まれていた（表 2）．委員長は内科系，外科
系の医師がそれぞれ約半数ずつ担っていた．

3）院内輸血療法委員会開催頻度・開催時間・委員の
出席状況
開催頻度は，年に 6回開催している施設が 61.4％と

最も多かった（表 3）．100床以上の施設は 1施設を除
いてすべて年間 6回以上開催していた．年間 7回以上
開催している施設も 30施設（31.3％）あり，2施設は毎
月開催していた．99床未満の施設の 44.0％が年間 7
回以上開催していた．
委員会の平均開催時間は，15分以内 30.2％，15分～

30分 43.8％，30分～1時間 25.0％で，1施設は 1時間
以上開催していた．開催時間が 15分以内の施設は，99
床以下の施設の 64.0％，100～299床の施設の 31.4％と
病床数の比較的少ない施設に多い傾向がみられた．
委員の平均出席率は概ね 60％以上であったが，病床
数の比較的少ない施設の委員会の出席率が高い傾向が
みられた．

4）決定事項の院内ルール化の仕組み
委員会の決定事項が委員会の決定のみで院内ルール
化されている施設が 24.0％で，他の施設は輸血療法委
員会以外の承認等を経てルール化されていた．
3．院内輸血療法委員会の活動内容
1）輸血の適応の検討
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表 2　院内輸血療法委員会の構成

構成員の職種 委員会数

医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務 58
医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師 16
医師，看護師，臨床検査技師，事務 5
医師，看護師，臨床検査技師 4
医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務，血液センター職員 2
医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務，医療安全管理者 2
医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務，臨床工学士 2
医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務，診療放射線技師 1
医師，看護師，臨床検査技師，薬剤師，事務，歯科医師 1
医師，看護師，臨床工学士 1
医師，看護師，事務 1
医師，看護師 1
医師，臨床検査技師，薬剤師，事務 1
医師，臨床検査技師，事務 1

合計 96

表 3　院内輸血療法委員会の活動状況

病床数
（施設数）

0～ 99
（n＝25）

100 ～ 299
（n＝35）

300 ～ 499
（n＝21）

≧500
（n＝15）

全体
（n＝96）

委員会開催頻度（回/年）

3回未満 3 1 0 0 4（4.2%）
3 ～ 5 回 3 0 0 0 3（3.1%）
6 回 8 22 16 13 59（61.4%）
7 ～ 11 回 10 12 4 2 28（29.2%）
12 回 1 0 1 0 2（2.1%）

委員会平均開催時間（分/回）

15 分以内 16 11 2 0 29（30.2%）
15 分～ 30 分以内 8 18 9 7 42（43.8%）
30 分～ 1時間以内 1 6 10 7 24（25.0%）
1 時間以上 0 0 0 1 1（1.0%）

委員の平均出席率（%）

60%未満 0 0 1 0 1（1.0%）
60%～ 5 5 4 5 19（19.8%）
80%～ 11 23 16 10 60（62.5%）
100% 9 7 0 0 16（16.7%）

委員会内での決定事項を院内ルールとする仕組み

病院全体の会議などを経て決定 8 16 12 9 45（46.9%）
病院長の承認を経て決定 9 10 5 3 27（28.1%）
委員会のみで決定 8 9 4 2 23（24.0%）
ルールによって関係部署と協議 0 0 0 1 1（1.0%）

輸血が適応となる症例に適正に行われているか検討
している委員会（44施設，45.8％）と検討していない委
員会（52施設，54.2％）はほぼ半数ずつであった（表
4）．500床以上の規模の施設では 80.0％の委員会が適応
を検討していたが，100～299床の施設では検討してい
る委員会は 31.2％にとどまっていた．委員会の平均開
催時間では，15分以内の委員会の 24.1％，15分～30
分以内の 50.0％，30分～1時間以内の 62.5％が検討し
ており，平均開催時間が短い委員会ほど検討していな
い傾向がみられた．

重複回答不可で行った輸血の適応の検討内容につい
ての質問には，適応を検討している 44委員会中 24の
委員会（54.5％）が「指針に合わない使用事例を提示し
検討」していて，13の委員会（29.5％）が「赤血球輸血
患者の輸血前 Hb値のデータを提示し検討」していると
回答した．「赤血球輸血患者の輸血前 Hb値のデータを
提示し検討」していると回答した委員会は 99床以下の
施設に多く，病床数がより多い施設からは「指針に合
わない使用事例を提示し検討」しているとの回答が多
かった．
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表 4　輸血の適応の検討と適正使用の推進

病床数 0～ 99 100 ～ 299 300 ～ 499 ≧500 全体

輸血の適応を検討 n＝25 n＝35 n＝21 n＝15 n＝96

している 11 11 10 12 44
していない 14 24 11 3 52

輸血の適応の検討事項 n＝11 n＝11 n＝10 n＝12 n＝44

指針に合わない使用事例を提示し検討 2 6 7 9 24
赤血球輸血患者の輸血前Hb値のデータを提示し検討 6 3 2 2 13
輸血当日Hb検査の実施率のデータを提示し検討 1 2 0 0 3
その他 1 0 1 1 1
無回答 1 0 0 0 1

適正使用推進のための検討 n＝25 n＝35 n＝21 n＝15 n＝96

している 16 19 18 15 68
していない 9 16 3 0 28

適正使用推進のための検討内容 n＝16 n＝19 n＝18 n＝15 n＝68

FFP/RBCの比率が高い診療科や使用量が急に増えた
診療科の使用状況を検討 4 10 11 6 31

大量輸血事例を提示し適正に使用されたか検討 4 7 3 7 21
手術患者のMSBOS を提示し検討 1 0 2 0 3
その他 4 1 2 2 9
無回答 3 1 0 0 4

2）適正使用の推進
68委員会（70.8％）が適正使用を推進するための検討

をしていた（表 4）．施設規模による明らかな傾向はみ
られなかったが，委員会の平均開催時間が 15分以内の
委員会の 48.3％，15分～30分以内の 76.2％，30分～1
時間以内の 83.3％が適正使用を推進するための検討を
しており，平均開催時間が短い委員会ほど推進するた
めの検討をしていない傾向がみられた．重複回答不可
で行った推進の検討内容についての質問には，31委員
会（45.6％）が「FFP/RBCの比率が高い診療科や使用
量が急に増えた診療科の使用状況を検討」していて，
21委員会（30.9％）が「大量輸血事例を提示し適正に使
用されたか検討」していると回答し，これら 2項目が
適正使用推進のための検討の主な内容であった．

3）フィードバック
52の委員会（54.2％）が委員会で輸血の適応と適正使

用に問題があると判断された場合にフィードバックを
行っていたが，299床以下の施設ではフィードバックを
行っていない委員会が多い傾向がみられた（表 5）．フィー
ドバックの方法は様々で，医局会やカンファレンスな
どの機会や担当医に直接伝えている委員会が多かった
が，フィードバック後の改善状況を確認しているのは
フィードバックを行っている 52委員会中 36委員会
（69.2％）にとどまっていた．

4）血液製剤の使用状況とインシデント，副反応の把
握

93委員会（96.9％）が血液製剤の使用状況を毎回報告
していた（表 6）．65委員会（67.7％）が輸血に関わる

すべてのインシデントを把握しており，68委員会（70.8％）
がインシデント防止対策を協議していた．

74委員会（77.1％）がすべての輸血副反応事例を把握
しており，重篤な副反応事例については88委員会（91.2％）
が議題としていた．

5）院内輸血マニュアル
院内輸血マニュアルはすべての施設で作成されてお
り，40（41.2％）の施設でマニュアルの作成に院内輸血
療法委員会が関与していた（表 7）．マニュアルが遵守
されているかを確認しているのは 20委員会（20.8％）で
あった．

6）議事録
委員会の議事録は 70施設（72.9％）で院内周知され

ていた（表 7）．しかし，院内の体制が整備されて確立
していることが多いと考えられる大規模施設でも院内
周知されていない施設があった．

7）他の施設との情報交換
21（21.9％）の委員会が，他の施設の輸血療法委員会
と情報交換を行っていた（表 7）．2施設で埼玉県赤十
字血液センター職員が委員会メンバーに加わっていた
（表 2）．

考 察
院内輸血療法委員会の実態についての調査は，これ
まで全国規模および合同輸血療法委員会による県レベ
ルで行われている．全国規模のものは日本輸血・細胞
治療学会と日本臨床衛生検査技師会合同で 2004年度か
ら 2008年度に全国の施設に依頼したアンケート調査が
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表 5　フィードバック

病床数 0～ 99 100 ～ 299 300 ～ 499 ≧500 全体

フィードバック n＝25 n＝35 n＝21 n＝15 n＝96

している 10 16 14 12 52
していない 15 19 7 3 44

フィードバックの方法 n＝10 n＝16 n＝14 n＝12 n＝52

医局会やカンファレンスなどで 5 5 4 2 16
口頭，PHS等で直接 2 4 4 5 15
文書で 1 2 1 3 7
直接または医局会などで 1 1 3 0 5
直接または文書で 0 1 0 2 3
文書または医局会などで 0 1 0 0 1
その他，無回答 1 2 2 0 5

フィードバック後の改善状況を確認 n＝10 n＝16 n＝14 n＝12 n＝52

している 6 10 11 9 36
していない 3 5 2 3 13
無回答 1 1 1 0 3

表 6　血液製剤の使用状況，インシデント，副反応

病床数
（施設数）

0～ 99
（n＝25）

100 ～ 299
（n＝35）

300 ～ 499
（n＝21）

≧500
（n＝15）

全体
（n＝96）

血液製剤の使用状況，廃棄血状況を毎回報告

している 23 34 21 15 93
していない 2 1 0 0 3

輸血に関するすべてのインシデントを把握

している 17 22 17 9 65
していない 3 8 2 5 18
わからない 5 5 2 1 13

インシデント事例の防止対策を協議

している 16 21 19 12 68
していない 9 14 2 3 28

全ての輸血副反応事例を把握

している 20 28 15 11 74
していない 1 3 5 3 12
わからない 4 4 1 1 10

重篤な輸血副反応事例を議題として取り上げている

取り上げている 21 33 20 14 88
取り上げていない 4 2 1 1 8

行われ，委員会の設置状況，議事録，病院会議への報
告，輸血事故防止対策，輸血時実施手順，関連法令や
指針の院内への周知徹底，責任医師または検査技師の
設置などについて調査し報告している８）～１３）．合同輸血療
法委員会では，秋田県輸血療法委員会合同会議が設置
状況と，廃棄率，貯血式自己血輸血の実施率との関連
を 2001年に調査し，鳥取県合同輸血療法委員会も 2013
年に設置状況について調査し報告している１４）１５）．しかし，
これらの調査では調査項目が極めて限定されて少なく，
これらの報告を参考にして院内輸血療法委員会の設置
状況とその活動についての実態を把握して具体的な働

きかけに繋げるには十分とは言い難かった．今回のア
ンケート調査により，埼玉県内医療機関における院内
輸血療法委員会の設置状況，およびこれまで外部に広
く知られることがなかった委員会の実際の運営や活動
内容などについての詳細を初めて明らかにすることが
できた．本調査結果により得られた多くの情報は，合
同輸血療法委員会が「より多くの医療機関で輸血療法
委員会が設置され活発に活動ができるように支援する」
ための貴重な情報，資料であり，こられを活用するこ
とが埼玉県内の安全かつ適正な輸血療法の推進につな
がると期待される．
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表 7　輸血マニュアル，議事録，情報交換

病床数 0～ 99 100 ～ 299 300 ～ 499 ≧500 全体

輸血マニュアルの作成過程 n＝25 n＝35 n＝21 n＝15 n＝96

委員会が主導で作成 9 13 9 7 38
輸血を管理している部門が主体的に作成 7 12 12 7 38
各部門（診療科・検査部・看護部・薬剤部等）で作成 7 8 0 1 16
輸血委員会のメンバーが作成 1 1 0 0 2
医療安全管理主導で作成 0 1 0 0 1
無回答 1 0 0 0 1

マニュアルが遵守されているか確認

している 5 6 6 3 20
していない 20 29 15 12 76

委員会の議事録を院内に周知

している 20 24 16 10 70
していない 5 11 5 5 26

他の医療施設の委員会と情報交換

している 3 6 6 6 21
していない 22 29 14 9 75

今回の調査の全体での回答率は 35.5％に留まった．
このことには，年間 1単位以上の血液製剤の供給実績
のある施設のすべてを対象としたためほとんど輸血療
法を行っていない施設も含んでいたことと，依頼の送
付先を「輸血担当者」としたため輸血担当者を選定し
ていない施設の多くで担当者に渡らなかった可能性が
あることなども影響していると考えられる．しかし，
院内輸血療法委員会が設置されている施設からは高い
回答率が得られたものと推測され，埼玉県内の院内輸
血療法委員会の実態をかなり正確に評価できると考え
られる．
病床数の少ない施設の委員会は，より頻回に開催さ
れ，委員の出席率が高く，開催時間が短い傾向がみら
れた．今回，委員の構成について調査したが委員数は
調査しなかったため推測の範囲ではあるが，小規模施
設ほど委員数が少なく委員が集まることがより容易で
あることなどが開催頻度と出席率に影響していると考
えられ，頻回の開催と輸血機会が比較的少ないことが
短い開催時間に関与していると考えられた．開催頻度
は，輸血管理料加算の算定条件で年 6回以上の開催が
求められていることも当然影響していると考えられた．
約半数の委員会が輸血の適応について検討しており，
約 70％が適正使用を推進するための検討をしていた．
いずれも施設規模による明らかな違いはみられなかっ
たが，委員会の平均開催時間が短い委員会ほど検討し
ていない傾向がみられた．適正使用推進の検討内容は，
比較的小規模の施設では，「FFP/RBCの比率が高い診
療科や使用量が急に増えた診療科の使用状況を検討」し
たり「大量輸血事例を提示し適正に使用されたかの検
討」をしたりすることが比較的少なかったが，これは

小規模施設では FFPの使用や大量輸血の機会が多くな
いことを反映した結果と考えられた．
フィードバックを行っている委員会は 54.2％であっ
たが，評価と教育は院内輸血療法委員会の重要な役割
であり，より多くの委員会が，積極的なフィードバッ
ク，さらにはフィードバック後の改善状況の確認によ
り，評価と教育に関与することが望まれる２）～４）．また，
委員会の議事録を院内周知していない施設が 27.1％あっ
たが，「輸血療法の実施に関する指針」では，輸血療法
委員会に関する議事録を作成・保管し，院内に周知す
ることが示されており，この点も改善されるべきと考
えられる．
今回の調査の準備段階では他の医療施設の委員会と
の間の情報交換があまりなされていないと予想したが，
22％の委員会が既に他施設の委員会と情報交換を行っ
ていた．合同輸血療法委員会の役割の一つは各施設の
輸血療法委員会の情報交換などを行うことであり，情
報交換の内容も重要と考えられさらなる調査が必要で
ある．

500床以上の 2施設で赤十字血液センター職員が委員
会メンバーに加わっていた．院内輸血療法委員会への
赤十字血液センター職員の参加は，地域における輸血
製剤の供給および管理体制に寄与すると考えられ，継
続，推進する必要があると考えられる１６）．
今回の調査は調査項目が多岐にわたるものであった
ため，活動内容などの詳細については概要に留まった
が，院内輸血療法委員会の設置や活動，情報交換など
を積極的に支援して委員会活動がより円滑に行えるよ
う積極的に働きかけていくにあたっての基礎となる貴
重な情報が得られた．今回の調査結果は，グラフ化し
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たものも含めて，埼玉県合同輸血療法委員会ホームペー
ジ上で，第 15回埼玉輸血フォーラムの講演録として掲
載する予定である（https://www.saitama.bc.jrc.or.jp/
godo/forum/）．埼玉県合同輸血療法委員会は，今回の
調査の結果を踏まえたさらに詳細かつ具体的な内容の
追加調査を予定しており，今回の調査と追加調査の結
果を活用した働きかけを行う計画である．
著者の COI開示：本論文発表内容に関連して特に申告なし

謝辞：今回の調査にご協力いただいた埼玉県内の医療機関に深

謝いたします．
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